
	第Ⅳ－①分科会


これでいいのか!?　日本の人権

	座　　　　長
	片　岡　可　恭
	（自治研中央推進委員・徳島県本部）

	副　 座 　長
	野　中　康　弘
	（自治研中央推進委員・佐賀県本部）

	記　　　　録
	橋　本　和　久
	（自治研中央推進委員・福井県本部）

	企画・運営他
	辻　本　恵　則
	（自治研中央推進委員・奈良県本部）

	
	井加田　ま　り
	（自治研中央推進委員・中央本部政治政策局次長）


17日(金)13：00～17：00　北海道自治労会館　４階ホール

	13：00～13：05
	開会あいさつ

	
	　　　　　　座　長：片岡　可恭

	13：05～13：35
	基調提起Ⅰ「部落差別の現状と課題」

	
	　　　　　　　　　　西島　藤彦（部落解放同盟書記次長）

	13：35～14：45
	報告とレポート発表Ⅰ

	
	　報告「採用選考に関する実態把握のためのアンケート報告書」

	
	　　　　　　　　　　井加田まり

	
	　①　要請レポート：「平成の合併と豊岡市の人権政策の現状について」

	
	　　　　　　　　　　兵庫県本部／豊岡市職員労働組合　水嶋　弘三

	
	　②　自主レポート： ｢大崎上島町の法期限以降の人権対策の取り組みと今後の課題｣

	
	　　　　　　　　　　広島県本部／大崎上島町役場・住民課人権対策係

	
	フロアー討議

	14：45～15：00
	休　憩

	15：00～15：30
	基調提起Ⅱ「同化と分離の狭間で～危うい“多文化共生”の姿～」

	
	　　　　　　　　　　阿部　一郎（(財)自治体国際化協会アドバイザー）

	15：30～16：10
	レポート発表Ⅱ

	
	　③　要請論文：「多文化・異文化と共生できる社会をめざして」

	
	　　　　　　　　　　一般／財団法人京都市国際交流協会・事業課長　井上八三郎

	
	　④　要請レポート：「多重格差社会の誕生と外国人問題

　　　　　　　　　　－今日の労働組合活動の目指すべきもの－」

	
	　　　　　　　　　　岐阜一般労働組合・執行委員長　本間　高道

	16：10～16：55
	フロアー討議

	16：55～17：00
	アンケート記入と休会


18日(土) 9：00～12：00　北海道自治労会館　４階ホール

	 9：00～ 9：05
	再開あいさつ

	
	　　　　　　司　会：橋本　和久

	 9：05～10：20
	問題提起とフロアー討議

	
	　　　　　　助言者：西島　藤彦（部落解放同盟書記次長）

	
	　　　　　　　　　　阿部　一郎（(財)自治体国際化協会アドバイザー）

	
	　　　　　　　　　　本間　高道（全国一般岐阜執行委員長）

	
	　　　　　　　　　　辻本　恵則

	10：20～10：30
	休　憩

	10：30～11：30
	グループ討論

	11：30～11：50
	グループ討論の報告、助言者コメント

	11：50～12：00
	まとめ

	
	　　　　　　副座長：野中　康弘

	12：00
	閉　会


第Ⅳ－①分科会：これでいいのか!?　日本の人権

	テーマ
	格差社会における人権・共生のまちづくりの可能性


	特徴的な情勢
	　日本における人権意識は、国際的に見て明らかに遅れている。これも日本が周囲を海に囲まれた単一民族国家であるという誤った思い込みに多くの人がとらわれているゆえなのだろうか。国内ではいまだ部落差別をはじめとする様々な差別が存在しており、近年では格差社会における貧富の差の拡大、そして安価に利用できる労働力としての外国人市民が急増するなど、いよいよ欧米並みに「格差」の固定化が進みつつある。

　これに対するセーフティネットの再構築は急務であるが、国や自治体の主体的・自主的な政策判断はいまだなく、人々の人権意識もまだまだ希薄である。このままでは日本の人権環境は世界から取り残されてしまう。

　世界に通用する人権のまちづくりについて、国・自治体の地道な取り組み・改革が求められている。

	主要論点と実践課題
	　差別や格差、貧困に対する現状の把握を進めるとともに、各地域におけるこれら課題に対する実践事例を収集し、個人・組織の明日からの取り組みについて意識改革を図る。

①　外国人市民に対する多文化共生の取り組みの現状と課題

②　部落差別に対する組合や地域の取り組み

③　格差に沈む新たな貧困の存在への気づき

④　地域住民やＮＰＯを巻き込んだ共生のまちづくりの可能性

	討 論 の 柱
	　部落差別や外国人差別は依然としてなくなっていない。むしろ複雑化し、格差は拡大しているのではないか。日本社会に現存するさまざまな差別について、改めて認識し、自治体職員として自治労組合員として、どう関っていくのか語り合いましょう。
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